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　地元企業のフロンテックＰＲＯ株式会社
（池田1625-１）に、ベトナムから技術習得
のため３年間の研修予定で来日しているクオ
ンさん（23歳）、ゴックさん（23歳）、ドゥッ
クさん（23歳）、ハイさん（27歳）の４人が
池野地区コミュニティの夏まつりに参加しま
した。
　地域住民と研修生たちの交流を目的に、今

回の夏まつりへの参加が実現し、盆おどりの練習から事前準備、当日の運営、片付けまで
を通して地域の人々との親睦を深めました。
　「地域の方と交流するのは今回が初めてで嬉しい。今後、ベトナム料理などの文化紹介を
していきたい」とクオンさん。地域からも「盆おどりは上達が大変早かった。一生懸命働き、
とても純真な心を持っている。地域で国境を越えた交流が生まれて大変うれしい」と喜び
の声があがりました。
　今後、池野地区の釣川クリーン作戦や不法投棄監視パトロールなどにも参加予定。地域
で新たな交流の動きが広がっています。

■問い合わせ先　コミュニティ協働推進課　☎（36）5394

ベトナムの歌を披露する研修生

文化の違いを認め合い差別の解消を
７月27日／市人権講演会

～人権感覚豊かな社会実現を～ 心の国際化をめざして
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　市が発注した建設工事の中から、品質などが優良
な建設工事（平成28年度完成）を行った建設業者の
表彰を行いました。今後も建設業全体で、技術力の
向上と建設工事の質的向上が期待されます。

【受賞者】有限会社深町組
▽評点＝第三北ヶ浦橋改良工事
　（平成28年度建設課・起工第155号82点）

■問い合わせ先　契約検査課　☎（36）1161

技術と品質の向上に期待

８月23日／平成29年度市優良建設工事表彰

【参加者の声】
▽お互いの違いを認め合う事が大切なのだと思いました。自分の価値観が全てでなく、相

手のことを受け入れることも必要なのだと改めて思った。違いに気付いて理解すること
が大切なのだという言葉が心に残った（40歳代・女性）

▽韓・中のことを含めて文化の違いや人種の違いなどを楽しく聴くことができた。このよ
うに聴くことで少しでも相互理解につながればよいと思いました（30歳代・女性）

▽国が違えば文化・国民性全てが違うのは当然。その違いを認め合うか否かは、その人個
人の胸の中にあると思う。文化を認め合うことが大事。演題関係国の国情分析をしっか
りやれていることがよく理解できた。関心深く拝聴した（70歳代・男性）

■問い合わせ先　人権対策課　☎（36）1270

　宗像市同和問題強調月間の取り組みの一つと
して、講師にコリア・レポート編集長の辺真一

（ピョン ジンイル）さんを招いて宗像ユリック
ス･ハーモニーホールで講演会を開催し、約460
人が参加しました。「差別を許さない社会を実現
する」「社会に参加している私たちが差別を解消
するためにできることは何なのか」、参加したみ
なさんは、下記の声のように、感動し、考えさ
せられ、深く学ぶところがあったようです。

地域と企業との国際交流の輪が広がった夏まつり

７月29日／池野コミュニティ夏まつり

ホスト
ファミリー

募集　
　県国際交流センターが、海外の優秀な日本語学
習者を福岡に招き、大学交流、企業訪問などを行
う「福岡日本語交流プログラム」を実施します。
市では、海外（アメリカ、インド、インドネシア、
オーストラリア、韓国、タイ、台湾、中国、フィ
リピン、ベトナム、マレーシア）から来宗する学
生をホストファミリーとして受け入れる家庭を募
集します。

●実施期間
　11月３日（金・祝）18：00～同５日（日）15：00
●内容　ホームステイを通しての交流
●対象　市内在住の家庭
＊国、地域の希望は、不可
＊ホームステイ中は日本語での会話
●定員　先着11家庭
●申込期間　９月15日（金）～同29日（金）17：00
●申込方法　所定の申込書を
▽ FAX（37）3046（子ども育成課あて）
▽窓口（西館１階）
＊申込書は、子ども育成課で入手か、市 ＨＰ

http://www/.city.munakata.lg.jp/→「むむ
ハグ。」→「学ぶ」→「グローバル人材育成」
からダウンロード可

▽電子申請
＊電子申請は、市 ＨＰhttp://www/.city.munaka 

ta.lg.jp/→「電子申請」でフォームに入力して
ください

■問い合わせ先　子ども育成課　☎（36）1214
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